Revised Edition ENGLISH NOW I
学習指導計画案
１．到達目標

	　英語を聞いたり，読んだりすることにより，生徒にとって身近な話題や生徒の教養を高める分野に関する情報を得たり，相手が何を考えているのかを理解したりする力をつけさせる。

　さらに，基礎的な英語を使って，話したり，書いたりする力をつけさせる。これにより，情報を相手に伝えたり，自分の考えを伝えたりするコミュニケーション能力を育成することが可能となる。


２．学習計画および評価方法

(1) 学習計画等

	学期
	月
	
学 習 内 容 と ね ら い
 (配当時数)
	備　考

(学習活動の特記事項)
	考査

範囲

	第

１

学

期
	４
	Let’s Start 1
(1)
<言語材料> アルファベット(ブロック体の大文字・小文字／キーボード)

Let’s Start 2
(1)
<言語材料> 英語の発音(母音・子音/ストレス)，基本動詞

Let’s Start 3
(1)
英語の歌 To Love You More
	キーボードの配置を通じて英語の文字を確認する。

日常場面を通じ，音声と基本動詞を指導する｡

英語の歌を歌って，リズムとリエゾンに慣れる。
	第１学期中間考査

	
	４
	Lesson 1　Welcome to Japan! 
(4)
<題材> カナダからやってきた留学生のジュディを，ホストファミリーとなるみどりが空港で出迎える。
<機能・表現> 初対面のあいさつ表現，好みを述べる表現

<言語材料> ①be動詞(肯定文・疑問文・否定文)
　②一般動詞(肯定文・疑問文・否定文)
	ペアワークを通じ，初対面のあいさつ表現と相手の好みをたずねる表現の対話練習を行う｡
	

	
	５
	Lesson 2　I’m Judy Smith. 
(4)
<題材> ジュディが教室で自己紹介をする。出身地トロントや好きなものについて述べた後で，好きな歌手についての質問に答える。
<機能・表現> 自己紹介の表現

<言語材料> ①代名詞　②助動詞
	スピーチで自己紹介をさせる。内容は自分の好きな科目や趣味，家族のことや出身中学のことなどが考えられる｡
	

	
	５
	Let’s Communicate! ①　健太，カナダへ
(2)
カナダへ留学する設定で，起こりうる状況を疑似体験する。機内放送，入国手続きなどについて知り，対話練習を行う。
	入国審査で聞かれることを調べて，ロールプレイを行う。
	

	
	６
	Lesson 3　You Must Try My Cookies. 
(5)
<題材> ジュディは友だちになった理恵の家庭に夕食に招かれる。理恵のお母さんとジュディは，言語文化の相違から生じる理解しづらい場面に遭遇し，戸惑う。

<機能・表現> お礼を述べる表現と応答表現，人に物を勧める表現

<言語材料> ①命令文 ②主語＋動詞(lookなど)＋補語(形容詞)
	４人のグループで対話形式の練習をさせる。

内容はあいさつ表現，お礼とそれに応答する表現，食事に関する表現などである。
	第１学期期末考査

	
	６
	Lesson 4　Different Colors in Different Cultures
(5)
<題材> 色に対する文化的相違を日常的なものを通して理解する。例えば，太陽と月の色，虹の色の数，各国のポストの色などである。文化が異なると色のとらえ方が異なる場合があることを理解する。
<機能・表現> 情報を確認する表現

<言語材料> ①wh-疑問文

　②動詞の過去形 A. 一般動詞の過去形 B. be動詞の過去形
	虹の７色の英語表現を確認した後に，Show and Tellで実物や写真を使い，いろいろなものの色について説明させる。
	

	
	６
	Let’s Communicate! ②　家族紹介・道案内
(2)
家族紹介で使う表現や，道案内の表現を学ぶ。
	場面を設定して道案内の対話活動を行う。
	

	第

１

学

期
	７
	Lesson 5　Something New in Japan
(5)
<題材> アメリカからの留学生スーザンとモンゴルからの留学生バットが，日本に来て驚いたことについて発表する。そこから，改めて自国の文化について考えるきっかけとなることを期待する。
<機能・表現> 感想を述べる表現

<言語材料> ①不定詞(名詞的･副詞的･形容詞的用法)　②動名詞
	自校の学校行事を取り上げてスピーチさせる。まず，行事の内容を説明させ，次に感想や期待を述べさせる。聞き手は感想を述べる。
	

	
	7
	日本の祝日・学校行事
(0.5)
12か月の名前を英語で言ったり，書いたりできるかを確認する。また，日本の祝日の英語表現を覚える。これが会話の糸口になる可能性もある。また，学校行事も同様に会話の糸口になる可能性があるので，積極的に覚えさせたい。
	学校行事は各校の実態に即して教え，発表させる。
	

	
	７
	つづり字と発音 ①
(0.5)
強勢のある母音字は「長音」と「短音」に分けられる。ただし，一部の例外がある。この法則を知っていると，英語の音読に効果がある。
	つづり字を見て，ある程度の発音の見当がつくレベルの基礎を養う。
	

	
	【課題・提出物等】
　次のテーマについての「スピーチ原稿」，または「英作文」を提出させる｡

　①自己紹介（自分の好み，趣味，得意・不得意科目，地域，家族，友人などについて）

　②学校行事（体育祭，文化祭，遠足など；高校で未実施の場合は中学の報告）

	
	【第１学期の評価方法】

　定期考査のほかに，課題(提出状況と内容)，授業への意欲，授業中の発言や発表の状況などを加味して評価する。積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲や，標準的な発音で英語を話そうと努力しているかどうかも評価の観点となる｡

	第

２

学

期
	９
	READING ①　Whose Wedding? 
(4)
１学期の復習として，まとまった分量の英文を読む。わからない語は前後関係から推測し，あまり辞典に頼らずに最初から最後まで読み通すことが大切である。
	Skimming，Scanningに対応できる読み方の練習と，内容をとらえた音読練習をする。
	第２学期

中間考査

	
	９
	Great Souls Who Will Stay Deep in Our Hearts
(1)
マハトマ・ガンジー，マーチン・ルーサー・キングJr.，マザー・テレサという20世紀の偉人の言葉からその背景を知ることにより，歴史に興味をもたせる。
	発展的学習として，人物に関する情報をインターネットを利用して調べさせる。
	

	
	10
	Lesson 6　Wheelchair Travel in the U.S.A. 
(5)
<題材> 車いすでも海外旅行はできる。「為せば成る」の精神で，それを証明してみせた仲間たちの痛快なアメリカ旅行記。

<機能・表現> 自分の考え方を述べる表現

<言語材料> ①原因･理由を表す不定詞　②主語＋動詞＋目的語（wh-節）
	障害者の立場に立って自分の考え方を述べる活動を行う。
	

	
	10
	Let’s Communicate! ③　スポーツ観戦
(2)
スポーツ観戦に行ったときに起こる状況を設定して，買い物などの表現を学ぶ。
	ファーストフード店での買い物のロールプレイを行う。
	

	
	10
	Lesson 7　Sannai Maruyama
(5)
<題材> 日本最大の縄文集落として注目されている青森県の三内丸山遺跡で，ツアー・ガイドがこの遺跡の意義について説明する。

<機能・表現> 依頼する表現

<言語材料> ①比較級･最上級　②現在完了
	Show and Tell により，身近なものの大きさ(幅，高さ，奥行きなど)を英語で説明させる。
	

	
	11
	Lesson 8　Swing Your Arms, Hitomi! 
(5)
<題材> アムステルダムオリンピック(1928年)の800メートル走で銀メダルを獲得した人見絹枝の苦闘のエピソード。
<機能・表現> 自分の主張を伝える表現

<言語材料> ①受け身　②*過去完了
	マラソンの高橋尚子など，女性アスリートの活躍について調べさせ，発表させる。
	第

２

学

期

期

末

考

査

	
	11
	Let’s Communicate! ④　学校生活
(2)
大事な情報を確実に聞き取る活動と，自分の学校を英語で簡単に紹介する活動を行う。Speaking では折り紙を通して日本の文化を説明する。
	日本の文化を表すものについて簡単な説明文を書き，プレゼンテーションを行う。
	

	
	12
	Lesson 9　Garbage, Garbage Everywhere! 
(5)
<題材> 深刻な環境問題の１つであるゴミ問題を取り上げ，私たち一人ひとりにできることは何かを考える。
<機能・表現> 禁止する表現
<言語材料> ①関係代名詞　②*主語＋動詞＋目的語＋補語(過去分詞)
	ゴミ問題について簡単なディベートやディスカッションをさせる｡
	

	

	第

２

学

期
	【課題・提出物等】

　次のテーマについての「スピーチ原稿」，または「英作文」を提出させる｡

　①Lesson 7 Sannai Maruyamaの要約文

　②女性アスリートの活躍

　③ゴミ問題についての自分の意見

	
	【第２学期の評価方法】

　定期考査のほかに，課題(提出状況と内容)，授業への意欲，授業中の発言や発表の状況などを加味して評価する。Show and Tellやディスカッションなどで積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲や，標準的な発音で英語を話そうとする努力も評価の観点となる｡

	第

３

学

期
	１
	Lesson 10　Ondol and Kimchi
(6)
<題材> 韓国の文化を代表する「オンドル」と「キムチ」を通して，厳しい冬の寒さをしのぐ韓国の人々の伝統的な生活様式を知る。
<機能・表現> 行動予定を述べる表現

<言語材料> ①主語＋動詞(keepなど)＋目的語＋補語(形容詞)
　②*関係副詞 when
	身近な外国の文化について本文から抜き出して，簡単な英語で説明させる。
	学

年

末

考査

	
	１
	つづり字と発音 ②
(1)
子音字のcとgには２種類の発音があることを通して，フォニックスの基本を知る。
	一部の例外はあるが，この法則を知っていると，音読が楽になる。
	

	
	２
	Let’s Communicate! ⑤　病院に行く
(2)
電話で大事な情報を正確に聞き取る活動を通して電話特有の英語表現を学ぶとともに，病状を伝える簡単な表現を使えるようにする。
	医師役と患者役に分かれてロールプレイを行う。
	

	
	２
	Lesson 11　Dreams
(6)
<題材> 現在も戦闘の続くアフガニスタンの少女で難民のザグネが夢を語る。

<機能・表現> 自分の夢について語る表現

<言語材料> ①いろいろな接続詞

　②*主語＋動詞(seeなど)＋目的語＋補語(動詞の原形)
	アフガニスタンの現在の状況を調べ，国際的にどのような支援が行われているか理解する。
	

	
	３
	READING ②　Fly Away Home
(6)
14歳の少女エイミーが偶然見つけたグース（カナダ・ガン）の卵がふ化して，16羽のひなはすくすく育つ。エイミーがグースたちの親代わりとなって飛ぶことを教え，越冬させるまでを描いた物語。
	映画『グース』を利用すると効果が高まる。
	

	
	【課題・提出物等】

　①韓国の文化を調べ，簡単な英語でまとめる｡

　②アフガニスタンの状況を調べ，レポートを作成する｡

　③READING ②で読んだ物語について，簡単な英語の感想文を書く。

	
	【第３学期の評価方法】

　定期考査のほかに，課題(提出状況と内容)，授業への意欲，授業中の発言や発表の状況などを加味して評価する。積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲や，標準的な発音で英語を話そうとする努力も評価の観点となる｡Readingの課では自分の感想を表現しようとする姿勢も評価する。

	【年間の学習状況の評価方法】

　定期考査に加え，授業中の英語学習に対する関心・意欲・態度，英語を理解し表現しようとするコミュニケーションへの姿勢，課題や発表活動への取り組み，標準的な発音で英語を話そうとする努力などを,

１,２,３学期を通して総合的に評価する｡

	確かな学力を身につけさせるための指導の観点
	・標準的な発音の英語を十分に聞かせて練習させることで，音声への認識を高めさせる｡

・基本的な文法事項を確実に身につけさせるために，音声を通して繰り返し練習させる｡

・身近な単語を教え，英語で表現したり英文を書く基礎を身につけさせる｡

・英語で発表する機会を多く与え，英語でコミュニケーションを図ろうとする意欲を育てる｡

	授業を受けるに当たって生徒に守らせたい事項
	・英語の基本的な学習習慣をつける。

・課題や提出物を提出する。

・恥ずかしがらずに積極的に英語を発音する｡

・基本的な文法事項や基礎的な単語力をつけるための練習を，継続的に行う｡

・自分の意見を積極的に述べるなど，コミュニケーションを図る努力をする｡


(2) 評価の観点，内容および評価方法

	評価の観点および内容
	評価方法

	関心･意欲･態度
	　英語に興味・関心を持ち，積極的に授業に参加してコミュニケーションを図ろうと努力しているか｡
	・学習活動への参加状況と意欲

・課題等の提出状況とその内容

	表 現 の 能 力
	　自分の意見や事実を英語で表現・説明しようと努力しているか。標準的な発音で英語を話そうと努力しているか。
	・スピーチや英作文

・授業中の発言や活動への取り組み



	理 解 の 能 力
	　注意して英語を聞いたり読んだりして，相手の考えや文章の内容を理解しようと努力しているか｡
	・内容理解の程度

・ディスカッションへの取り組み

・要約文や感想文

	知 識 ・ 理 解
	　日常生活で多く使われる表現を習得しているか。

　英文の内容を十分理解し，知識を広げようと努力しているか｡
	・スピーチやディスカッション，ペアワークなどへの取り組み

・英作文の内容


4
1

